
水溶性可燃液体等の消火実験

1 まえがき

アル羽目". アセト.....，の$.~tも -1処検体11. 湖旬

のとおり いままで前防隊で傑fiLても・"柚火災川の

常気砲では削火でき似いといねれてtる.そしてI ム

のよう な..調停tt..r~空機体には。耐"' 11 'J ール件'l<"'~担

〈以 F'"にアルヨール砲という).ot.Lているれ わ
れている.

LかL アルヨ】"'I!iによる捌火金'則際にJlt:liu. 

少伝<. 1.た.司氏"型II地信ら，!".jか.JJLIIIJ> p..地

処置でそのままア"'，ールl!it陀IIJL::よいか，とい

う点に似るξ 4、01α'"柄も少'"<伝い.

句のため，アルコ ール アセトンにつ、ーてアル宮内

ル地その他によ り前火実鎌倉行匂いI その状況を鋭滋

してI 桝火Ji訟のIUItHltl<lょうとした.
eらに 制化舗の位銭湯i・..同時に:MJaL/.-nへ
あわeて傾告する.

2 ，健般の..

111 R 崎町t属国g!r1211 2 11 
A. ~19 即-A . MI I. 30

I!I 場 所東京帽'-:1';J'(耐1It12-51

刑防乍校校庖

131人 U iI'l肪科乍研究班n1St. 
警防部書助・"1< 日名

淀崎前防椀A Sf; 

1.1 l'金附.1唯物 峨化" '''' (7舟:>- "'~瑚帳曹団】

アル，-'" 3曲，

ア 4ヒ~ "/ 3曲 t

11;1 ¥1 "/ 401 

151 消火..材 101烈抱例火.. 

. .-.111:. 
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ジ，yノズル (221(m聞 のft!1!iノ

ズル〉

前防隊1II:1dit!u，cル日制νmin)
前助隊1117 .t~ ，.. ター

喉内 政

倉伊

3 I健険項目および方法

'"・1 硫化織の省後

ーで・

作・

制化繍70q 1' ''J~釣 2舗で槍村守飢げる.そのm

u 湖北11.35m，JIl丙1.5Omの民hOで.3.5mJ) 
1m制金tl¥.‘て東耐2耐と rる.内酬に納tI'舗で 15

mの得失磁を作り そのl.llに虫'~I.-.健策担鹿険

住銀状総合みる.

実厳 O ガソリンのIII火
.n'J!験は，比般の止め行な司f:I，nである.，m 
"mの令 fルハ川こすソ噌 ..Zu/'¥.A，.れ内.1:，.10 
r明抱禍火..により前火する.
'"・ 2泡滴火11.噴甥審によるアルコールの鴻火
ImXlmのオイルパンにアル当 目ル.10I ~人れ

山火 101桐泡前火鰐および噌rMVによ 司て例火す
る.

'"・ 3 !l!1¥泡， アルコール麹によるアルコー凡の'"

火

]mX2mのオ fルバν6ζ7Il "ール 110I舎人

"点火 ジ，yνズル【Z'lIJmin)を川い.アA ヨー

ル抱，言担SI.池で耐火rる.
a・ 4 !l!1¥泡1 アルコール泡 ?プりケーターによ

るアルコールの'"火

2mX2mのl'1ル.1"1こァ4..， . .略 1舶'を入
れ点火 前肋隊1llJi!抱ノスんを川"、γ必自宅"'I!iに

より納火ずる. (略~~制I アゾ.. ー タ . ，ニ.るm

'k.u， ..， "':.0'-ルのto:lI'川、食に伝り'l'ILLt:ー・〉
'"・ 5泡羽耐火・0 司UIIIによる?セトンの渦火
]mXlmのす fゐ .1:.;1こγセトゾ.10I ~ヒ入れ... '.t 

火. 10 I 唄抱納火"呼r~ :C 1 こ;，て例火する.

a・ 6 空気泡.アルコール淘i アプリヶーターによ
るアセトンのi肖火

2m X2 mのオイルバンにアセト "/320 / ~ 入れ

点火，前助隊1Il~抱ノズル金制い。増気泡. 7.コ

ール抱れよぴアプリ ケ タに t'J訓'"する.

2竃.賞状現およびその結果

欄"および割問のとれりである.
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別表 実験状現れ
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~yプ11: 点火附制 耐火附"

官1駅項 u 燃焼物 唱年 11 柄火祖母材
(ktA'圃，) ， (時分) I (叫分秒〉

9. 32' 

伝

1 I…棚|(訪可) な L 

地上に航げる

すイル パ y 9. 37' 
ずソリ y四 I

IrnXlm 地問火酷 13" 

10 t 利回 9. ，13' 由.43' 
11-噴官 7"世田" オイル，; '" 

制消火糧

ケす152665'' N る削火 -10 t lmXlm 

六lAr
ジ十{2Yノnズ〉 JL 9 回・ 95is0o-' 2Jlmi 
711. :lール陶

当f鈍抱 ・アルコ 7ルコ-" オイルパゾ
9. 55' 9. s.;' 

問 J:/ズル 0" 
3 日"世による前 g包 !i 地 5 

火 140 t ]mx2m 

阿上 J ズル 9. 51' 

アルヨール砲 10・

空気抱 ー7，レヨ ピ ~?7" プ点 10.08' 10.09' 
-"抱 ーアプ日

アルヨール オイル パ‘/ 発砲ノズ b
4 7 0" 
ゲ』タによる梢 lω t 2mx2m (2曲 lfmin)

火 アルヨー ル抱

10.24' 10.25' 
抱情火"噴1!i 7 -t: ~ :r オイルパ y 10 I i型地情火雷

5 20・
留による耐火 40 t lmXlm 

噴，e，CE2 寸 0.26'.-
. Sl/min) 30・

発ピ，EタhアJ，ズプ式ル 10_却' 10.3'''' 

，'jE man〉 05・
!l!抱

向上 J ズ" 10.31' 

空賞抱 ・アルコ 7"'::1-'"抱 :10" 

目"砲アプリケ アセト γ オイ ルパ γ 10.39' 10.39' 
6 7 
ーターによる構

320 t 2mx2m 40・

火 向上/"'" 

!l! II 泡

補アプ償"4rB-E9周- 104m6a ' 
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状 況

止一山一い
E

1Ot"見え伝い.アルコール抱が縦断念ii.iIIL. 機耐を種
q て冠全 』諸問火できた.

アルコール泡をとりさ qて点火し実験Lた.

午、耐にあてf一泡"破防u1で下ると泡Uii'jえ アルヨーA

'i刊こ両がけ込んでしま。た.抱は金然でき'"いで ~，火不
能である.

続いて 同ぴアルロール着陸でz引火 前l'司肉槌ドn.~担8 椛

l緬を賢い冗全に消火できた.

亙瓦E王f..~'.ー
アルコール抱が例える二と匂〈液簡を硬い アルコール
の線銭安必さえ。前火できた.刑，01に対する:!2!!t砲と同
惨な状棋である
アルヨ目ル治友金にと りきれ U唱で，空気制ア
プリケ "、よる摘火は中止 したi

ZU旅程Fであ2災の宅さは約3mである.
ができ聞い.全部とけ L10ている.7 <ヒ トγがif'i
火制度のため自〈 淘ヮても る.
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ト
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日，" x 

つγ卜7
曲。 9剖 N、NI ， 

金完全幼3民俗し

zu事予島であり。炎の尚さは約5mである.
の物姐1<.アセト Yを棟潤している状態である.多
量のXめ泡は筏勺ている.
の色はI やや茶色味がか乍ている.

砲の"が強<.アセトン金制l~ し ている状態である.抱
が機耐を覆Lり冠全消火できた.
抱111'1色である.

21" x 

一一一ドー一一
a訓

トー
ァ，色コ ~抱をとりさ o て点火した.

N古川ト，I 地問肢が ~I ためe 加二ょ。て機耐咽われ， つt 、に金
融i抱となり耐火できたようである.
泡は茶色で.1"約4帽である.しかL見ているうもに

8.~ どんどん抱が梢えて行 <. TIr.何創に楊をかけtJょう
な状態である.

僚が'"気にふれると燃え出す.

か〈より幼巣的に火句t抑えることができるが，摘火する
!':IH‘fーら'"，、.

730 

τ;:-1 x 
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4 考

1. ，調仕・・の鎗鑓 • 

今副の波風で使JIIし/:"'l引 ゾ.アルョール.アセ

トγ".いずれb銚.l!1じ嵐L 抱耐火Zlh、ALi::する
わリである.

しかL1.t.o:';， 'J~験航恥では が I ~ ....1:.討しては
，.幼で>>0たが アルヨ 【".γセト川畑対しては
まゆた〈幼川公<.砲はでき伝いでアルヨ ルあるい

はア也 ~ :.I")'I'I:1t1り込んでしま ?ている.M:4fS(の
中には .: 11)1 1かにア 也 ト ア ル 'i l.:~， s~ デル劇'"

のU I件-1燃検tもがゐるので 二れに対する御前火活

のi/i也何1.1. !" bめてIthιぃ.

a 司...による刻火
使川したIIJ'tW'CIJ，r(，+:..Ii武1.51!m;nであり 1 mX 
l闘のオ fルパンの約手分〈らいしか恒えず.骨肉火は

" むろん火"を抑える二とすらで".か。た.他の・'J

号室抜体〈納胤〉の:，M"でIJ.lIJ't憾のI'JII1.0:具合よ 〈火
W~樋えば訓火でE るよ と ゐあり lij るので.制慢の二

とが館前3れる.

‘ アルコール泡による潟火
アルヨ ル砲を使刈する場合.断食料に3ちて.th 

めてa刷、"厳画に1(し込"注リればいけ伝い川、われ
ている.またアルョ- ~i!Jとて 6本調印作機体には情け

るので.長崎聞のうむには前えるといわれる.

今闘の:l!1食では ジ令y/ズルの織合併0・にI(L込

めた.前"'.III li!抱ノズルの場合は • H更を健判ずるよ
う伝乎焦ら伝iUIだ。たが.完全に抱で厳い削火でき
た.制火後b砲が削減する状態。£見られ伝か。1:.二

ifI火・・4.5m S:(!:鈍するのに.""砂(.23cm/aec:)かか のt<iItよ，)1.ると，アルヨール犯で也衝突さぜtuJ，

ot.ー・酋闘は， 11.35mを終処するのに"砂かかり 多少lJ!0ぽ〈ても桝火できる企恩われる.

その町;id U7Ocm!t<<ーである. 1たM:1ti1J..その中央ょ 5. ~M泡による淵火

りやや州側〈風ド個)，ニ狩火L."il:刷伶'尾市るωに23 ジ，yノズルの‘合は，自国がどんどん例え桜中に締

砂嚢Lている. け込みI 捜簡にU砲が浮か伝L叫>i起で情火"の場合と

ニれら合与えると，他のー般"1鳴物と'，]Il!に火jtdの 同様鋤集が伝い.

，" .0:絶銭湯rrに関係しまた臥 f:}j刷への延焼は組〈 前防隊JII発砲ノズルの栂合泡..0:多いので...け

'.るニとがわかる. るのが迎いつかず。伯尚泡が複面を覆い柄火でJ雪た.

，，，に.馴化."白漏れていると繕えないものであ しかし機副上のjtlU，t!rの耐に揚宏事したような訟集

るニ とから.今仰のアルコール2596wetのゐのでも. で つ~っ I!とかん俊 L. 泡の持続性は，ま，た < 11

11!.7 "'...ール分が残今ていた止め9 速度".糊合 められ伝かoた..らに a、ん脅した・1>>で.7<ヒb
1t.、。たものと考えられる .....o:t)!:!，iに触れると錫火し鎗集金勉めた.

信お， f'賞IIlLた馴化"の性状".検1<.1'によると. 二のよ うαt<iItであるため.7ルョール.7<ヒトン
放のとおりである. に.IIL盤鉱泡で訓火するには.多.. の砲と調火後も後

制化/tll田鮎!f10.4 ・~H陥 0. 01 1 2 耐"'11: 7 けて泡.傭船し伝いと碍総.するおそれがある.たと

分以上4守備白縦割隣温順調分21.8.1e火点180・C以上 え例火で.ても抱の綱・0・.~えるとか匂り幽倒であ

イ守備 ろう.

2 満火.による靖火 6. 7プリケーターによる洞火

If附した101.のi!J前火醤はいずれも伝例式であ アセトンの樹ft.アプ"ヶーターの'"積窃でか'.り

仇桝防援‘行令により危険物JIJ・剣に趨応する也の 火91.抑えるニとはで.たけれどb.前火で.，訟か。
である. た.2 u以上で.火面を礎えば梢火できるか也知れ伝
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いがt 柄火できても常気に ふれればl'!位農するこ とが

寸分考えられるのでI か'.り侵略「“;J0'lt/:水が"'11であ

ろう.

7 水着鐘可鐙波体の宅l火性と楓鍵性

水槽伎であるから。本で樽めれば."る同時でぞきえ伝

〈似ると考えられる.

この点について.lIl一研兜曜の測定締果を3・るとI

アルコール. 7<ヒト Yとも.""帳(.<が冊""に'J..，て

..まだヲl火性も絶焼fをもある.ニのニ企U 水で静
めて耐火するには10信号以上の.<をi'λL伝ければ剤火
でき伝いことと匂り.少般の喝合を織いては.とろて

いでき'.いことである.

8 ジ・ンノズ"について

ジ.ソノズルは，含ZI/minの1'<*鼠があり， 6~~ 

としてある.実験には.そのままアルコール抱I 後気

泡の両方について使""た.

いずれの場合も. 良好な泌が抗射され，制官験~行

匂う上に，発砲による・，.は信か。たとみて 3しっ

かえ'.い.

9. ;前防隊用発泡ノズルについて

使111したノズル"'仰にセ ，卜したbのである.実

験ではI 原被を代えるだ"で，阿ーノズルでアルヨ a

ル砲。 Z担気砲の政射を行ないI いずれも良鮮な池が的
られた.

この結果より 従来使川している6'"司慢の発砲ノズ
ルで。アルョール池の11射も行なえるといえよう.

.~アルコール泡について

アルコール泡は。空気砲と関陣.たん1'1>1院のもので

あり!特に水槽性副賞体bζ鋤燥があるよう作られたもの

である.このため一般の油火災に健州しても，その鎗

J!はあまり低下し伝いと考えられる.

(f{ft，J， !担集地蔵畿の2.5fftNIfrで"る.

11. *藩桧可姐渡徐火災の潟火について

~J.!~6 のように klilの句賢官a回全性<ニとにより前火

できること ."るが。禍火しても継がすぐ前えてしま

3ので，連続して抱UI射しなければならない.

また. !包気治でーコりより仰して行〈方法は.抱，t制限

付てしま。て不健と考えられる.

このため.アルコール，アセト Y(f.ot多盆に燃えた

場合11.アルョール砲を使う以外に包<.現有の受気

砲で11情火で~~ないと息われる.

5むすび

今向の'J陸験結集より 明らか伝点を列fI;すると次の

とおりである.

01 アルコール，アセ ト叶こ対し，アルョール抱は

きわめて前舗である.

(2) .&111の亮治ノ ズ'"('郷軍〉をそのままアルヨ

ール池mに使刈 してさしっかえ伝い.
(31 アルヨ ル. アセト~.二対して登録泡地柄

火%1は，ほとんど無効である.

W 7プ9ケーターで火"は仰えられる.L かし例

火は錘理である.

大穂以 iのとおりであり アルコール@の火災に対

しては どョしてもアルョール憎が必要と思われる.

二のためI アルコール也会常時保布している長裂があ

ろう.

備段が型%砲の釣2.5倍!また今まで，アルコール

抱で'.ければ削火できない火災は伝か。た というこ

と金.~えても。多S誌のアルョ ωル等を有している工掲

事がある以上 本認に集援するとか!メーカーよ りす

<.~足場に運阪できるよう伝対策を混じて初〈必要があ

ると魁われる.

C付置〉
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*椿住金可樫液体格の前火実駅〈その2lとしてφ
附祁40{f11f!12日 酢測量ヒユル。£ーテル. 7セ砂

アルデヒドについて.空気抱.アルョール抱I モー

ソ"'Gによる前火ヨ磨駅を安値したが.アルヨ日ル，

7<ヒト Yのよろ'.明らか'.'・AUU，められ信か。

た.




